
３ 年 学 年 だ よ り  
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・・・ 深まりゆく秋 ・・・    
 皆様のまわりにも、『秋深し』と感じられることが多くなってきたのではないでしょ

うか。自然も実りの時を迎えています。私たちも心身ともに実り多い秋にしたいもので

す。７日（土）は、学習発表会（8:45～12:05）です。総合の学習時間を活用して臼台

祭のおはやし、祭りの由来の劇等々。発表に向けて今精力的に活動を展開しています。

この取り組みを通して、校区に伝わる祭りを調べ、表現豊かに発表できる子をめざして

おります。子どもたちに励ましの言葉をかけていただければとてもうれしく思います。 

１１月の予定                          １２日（木）フッ素導入 
２日（月）ゴミゼロ運動（一斉下校時）         １７日（火）あいさつ運動(～20日) 
３日（火）第６回セベキング              １８日（水）学校公開 
４日（水）学習発表会鑑賞会              １９日（木）学校公開 
７日（土）学習発表会（12:30一斉下校）         ２０日（金）学校公開、登校指導 
９日（月）学習発表会の代日休業日            ２６日（木）体重測定、月曜日の用意 

１０日（火）登校指導、月曜日の用意、読書週間(～20日)  ２７日（金）たんぽぽ読み聞かせ              

１１日（水）                       ３０日（月）登校指導、ストーブ設置 

 お知らせ  ・・校外学習・・ １２月 ８日（火）に実施をします。 

★ 目的地：日本毛織一宮工場・一宮市消防署（一宮市）と河川環境楽園（各務原市） 

社会科の学習をかねて思い出に残る楽しい一日を過ごします。 
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・・「失敗にくじけない心」を育てていきましょう。・・ 

 何かに失敗すると、落ち込んだり、自信がなくなったり、もうどうなってもいいと思

ったりと、いわゆる自尊感情を低下させていきます。その結果、子どもにそんな辛い思

いはさせたくない。暗く沈んだ子どもを見るに忍びない。だから、失敗しないように、

困らないようにと、先回りして手を貸し、あれこれと口や手を出したくなる。 

これでは、試行錯誤のチャンスを奪っていることになるでしょう。大人は、「失敗を

させないこと」より、「失敗にくじけない心」を育てることが大切かと思います。失敗

して、それを乗り越える。その繰り返しが子ども自身の心身を成長させ「失敗にくじけ

ない心」を形づくっていくのです。それを支え育てるかかわり方が大切になってきます。 
・ 失敗した子は十分に傷ついている。そっと抱きしめ、やさしく包んであげたい。 
・ 失敗したことを責めるのでなく、失敗して落ち込んでいる気持ちをくみ取った言葉がけを

してあげたい。 
・ 頭ごなしに怒られた子は「失敗したらどうしよう」「また間違ったら怒られる」とオロオロ

して、ますます自分をダメにしていく。失敗の中にもよい点を見つけたり、がんばってい

る姿を認めてあげたりしてあげたい。 
・ 学習中「間違うことは何も恥ずかしくない」「間違えた方が逆に答えを忘れない」というよ

うに間違えや失敗を恐れないようにしてあげたい。 
・ 失敗をしたとき「あなたががんばったことは、わたしはちゃんとわかっているから」と声

をかける。誰かが見ているし、必ず何か大切なことがみつけられるようにしてあげたい。 
・ 失敗して落ち込んでいるとき「わたしも子どものころこんな失敗をしたよ」と話してあげ

ることで、安心感をかもし出せるようにしてあげたい。 

結果より、努力している過程を認めてあげたい。努力しているとき「がんばってい

るね」と声かけをすると、子どもは自分を見てくれている、努力を認めてくれている

と実感します。たとえ失敗しても「あれだけがんばったから、この結果は仕方がない」

「あんなにがんばったのに、どうして失敗したのだろう」と失敗を受け止めたり、失

敗から学ぼうとする気持ちになってきます。 

命の大切さや人として基本的なことは徹底して教えなければなりません。しかし、

その他のことは、おっとりと眺め見守り続けたいものです。 
＜参考文献：児童心理9月号＞ 


